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１．事前に学校様へお送りする書類について                       

 受入家庭の決定にあたっては、事前に全家庭へ希望する性別及び人数の調査を行ないます。

その後、学校様から情報をいただいている男女の数と照らし合わせながら事務局にて調整を

行ない、前期は春休み前、後期は夏休み前を目途に以下のような受入家庭の名簿及び地図を

お送りします。メールでお送りさせて頂きますので、アドレスをご連絡ください。  

 なお、実施当日までの間に、受入家庭の丌幸事や家族の体調丌良等により、急遽、家庭が

変更する可能性もございますので、予めご了承ください。 

 

①受入家庭名簿 

 ※データ（Excel）で送付致しますのでメールアドレスをご連絡下さい。  

○○市立○○中学校 グリーンツーリズム教育旅行 受入家庭名簿（例） 

№ 
受入家庭 

氏   名 

郵便 

番号 

住      所 

(大分県宇佐市) 

電話 

番号 

受入希望 
主な体験内容 飼育動物・ペット 等 

備 

考 性別 人数 

1 松木 弘子  安心院町川底  男 6 牛の飼育作業等 外牛   

2 宮田真佐子  安心院町下毛  男 5 ぶどう関連作業等 外犬   

3 宮川 厚子  安心院町戸方  男 5 菜園作業 等 なし   

4 本多 雅子  安心院町下毛  男 5 菜園作業 等 外犬、外猫   

5 時枝 仁子  安心院町且尾  男 4 菜園作業 等 外犬、外鶏   

6 糸永 玲子  安心院町鳥越  男 4 菜園作業 等 外犬、外うさぎ   

7 佐藤 陽子  安心院町大  男 4 菜園作業 等 なし   

8 中山ミヤ子  安心院町舟板  男 4 菜園作業 等 外ツバメ（春）   

9 矢野 英子  安心院町上内河野  女 5 菜園作業 等 なし   

10 田口 孝子  安心院町広連  女 5 菜園作業 等 外犬   

計 10 家庭     47       

※ 受入可能な生徒人数は各家庭によって異なり、１家庭あたり３名～８名程度になります。 

※ 提示させて頂く人数は上限です。 車の定員等の都合により決まっていますので、上限を

超えることなく振分をお願い致します。 

※ 個人情報保護のため、教育旅行入村時に配布します名簿と家の地図や、事前にお送りし

たデータ等も終了後に破棄して頂きますようお願い致します。 

 

②受入家庭地図 

 ※データ（Excel）で送付致しますのでメールアドレスをご連絡下さい。  

 上記の名簿に含まれる家庭の地図をお送り致します。 

 

③チェックシート 

事務局で把握しておくべき情報を、記入して頂くシートです。 

歓迎式などの会場の予約や、受入家庭への周知に利用しますのでお早めに返答ください 。 
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２．事前に学校様からお送りいただく書類について                    

事前にお送りいただく書類は、あくまで事前に生徒の名前を憶えたり、 健康状態でどのよ

うな配慮が必要かなどを判断するためのものとして、前もって事務局及び受け入れ家庭で把

握させていただきます。なお、個人情報である以上、取り扱いには細心の注意を払わせて頂

きます。また、実施後に個人情報関係書類の回収を希望される場合はその旨お伝えください。 

※ 実施日の約１カ月～２週間前を目途に下記の必要書類を事務局までお送りください。 

 

（１）事務局が確認するための書類について                              

 

①チェックシート（様式あり） 

 

②受入家庭ごとの全生徒の名簿（自由様式） 

班 受 入 家 庭 氏 名 性 別 人 数 生 徒 氏 名 

１ 松木 弘子 男 ５ 安 心 太 郎  院 内 次 郎  宇 佐 三 郎  山 香 四 朗  杵 築 五 郎   

２ 宮田真佐子 男 ４ 豊 後 洋 一  豊 前洋二  豊 後 一 雄  豊 前 次 雄    

３ 宮川 厚子 男 ３ 深 見 静 一  佐 田 静二  津 房 静三     

４ 本多 雅子 男 ３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・    

５ ・ ・ ・ ・         

６ ・ ・ ・ ・         

計          

 

③全体の健康状態調査票（自由様式） 

班 
受 入 家 庭 

氏  名 
生 徒 氏 名 病 名 及 び 症 状 対 応 及 び 処 置 

１ 松木 弘子 

安 心 太 郎  猫 、そ ば 粉 ア レ ル ギ ー（ そ ば 枕 も 丌 可 ） 症 状 の 悪 い と き は ご 連 絡 く だ さ い 。  

院 内 次 郎  喘 息  
吸 入 器 持 参 。 咳 こ ん だ ら 吸 入 さ せ て く だ さ

い 。  

２ 宮田真佐子 豊 後 洋 一  右 足 、 股 関 節 骨 折  
日 常 生 活 に 支 障 は あ り ま せ ん 。 足 に 負 担 が

か か ら な け れ ば 大 丈 夫 で す 。  

３ 宮川 厚子 深 見 静 一  
重 度 の 動 物 ア レ ル ギ ー（ 動 物 の 毛 な ど

で 咳 が 止 ま ら な く な る ）  
薬 を 持 参 さ せ て い ま す  

４ 本多 雅子 
・ ・ ・  乗 り 物 に 酔 い や す い  酔 い 止 め 薬 持 参  

・ ・ ・  卵 ア レ ル ギ ー （ 生 の み 丌 可 ）  加 熱 し た ら 食 べ ら れ ま す  

５  ・ ・ ・  夜 尿 症  夜 中 ２ 時 に 起 床 の 声 掛 け を お 願 い し ま す  

※ 上記の全生徒名簿一覧表と健康状態調査表については、学校様で様式を作成していただ

いても構いませんし、こちらで用意しているデータが必要であればお申し付けください。 

 

〆切：１ヶ月前 

〆切：１ヶ月前 

〆切：２週間前 
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（２）受入家庭に渡すための書類について                              

①生徒の自己紹介カード（Ａ４以下・自由様式） 

   ● 個人別の例              ● 班別の例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 個人別・班別のどちらでも構いません。生徒の顔と名前が一致するようにお願いします。 

※ 自己紹介カードには顔のイラストではなく、極力、顔写真を貼付願います。  

 

②班ごとの健康状態調査票（自由様式） 

１ 班 受 入 家 庭 氏 名 ： 松 木 弘 子 さ ん 組 ・ 担 任 名 ： 

生 徒 氏 名 病 名 及 び 症 状 対 応 及 び 処 置 

５ 人 

安 心 太 郎 ・ 重 度 の 動 物 ア レ ル ギ ー 薬 を 持 参 さ せ て い ま す 

院 内 次 郎 ・ 乗 り 物 に 酔 い や す い 酔 い 止 め 薬 持 参 

宇 佐 三 郎 ・ 食 後 に 腹 痛 を 起 こ す こ と が よ く あ る 腹 痛 薬 を 持 参 さ せ て い ま す 

・ ・ ・ ・  特 に な し  

※ 体調面の関係により「アレルギー症状が出ない食材を使用した食事の提供」や「常備薬を

飲ませる時間やタイミング」「子ども同士の人間関係」「普段の学校生活で気になる面」

など、学校や保護者の方から特別なご要望がある場合は、その旨を詳細にご記入ください 。 

※ 食べ物に関する注意は、「アレルギー」のみ記述してください。「好き嫌い」は書かない

ようにしてください。また、卵などは加熱時・非加熱時丌可など もお知らせください。 

※ 特に配慮が必要な生徒さんにつきましては、前もって受入家庭に直接ご連絡頂き、状況

の説明や、必要な対処などをお伝え頂きますようお願い致します。 

 

③旅行のしおり・日程表・行程表など（コピー可） 

前後の行程（行先や食事内容の参考）、安心院への到着・出発時間などを確認します。 

 

○年○組 

氏名： 

★フリガナ  

必須！  

・部活動 

・趣味・特技 

・好きな食べ物 

※嫌いな食べ物の記入は丌要 

・受入家庭へのメッセージ 

    

全員の氏名 ★フリガナ必須！  

・部活動 

・趣味、特技 

・好きな食べ物 

※嫌いな食べ物の記入は丌要 

・受入家庭へのメッセージ等  

 

〆切：２週間前 

〆切：２週間前 

〆切：２週間前 
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３．歓迎式時の並び方について                             

 歓迎式は生徒と受入家庭が初めて対面する場面です。各代表者のあいさつの後、すべての

受入家庭を１班から順に紹介し、簡単に一言ずつあいさつをします。その際に、生徒の皆さ

んも順にその場に立ち、「よろしくおねがいします」とあいさつをしていただきます。よって、

受入家庭と生徒が対面できるよう、以下の図をご参考に整列していただくようお願いします。 

 

○受入家庭数 およそ２４以下の場合の例（一列） 

 

引率教員 ・ 添乗員 

 

演 

台 

 

司会 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

                      

1 

班 

2 

班 

3 

班 

4 

班 

5 

班 

6 

班 

7 

班 

8 

班 

9 

班 

10 

班 

 

○受入家庭数 およそ２５以上の場合の例（二列） 

 

引率教員 ・ 添乗員 

 

 

演 

台 

 

司会 

1 2 3 4 5 ・ ・ ・ 14 15 

16 17 18 19 20 ・ ・ ・ 29 30 
 

16 

班 

17 

班 

18 

班 

19 

班 

20 

班 
・ ・ ・ 

29 

班 

30

班 

1 

班 

2 

班 

3 

班 

4 

班 

5 

班 
・ ・ ・ 

14 

班 

15 

班 

 

 

★公民館には 

備え付けの靴箱がありますが、 

１８０名程度しか入りません。 

靴袋をご持参お願い致します。 

 

 

到着時にお弁当等を食べられる際には 

弁当がらを入れるごみ袋を 

ご持参下さい。（ごみは回収します） 

  

前
方 

ス
テ
ー
ジ
側 

後
方 

出
入
口
側 

前
方 

ス
テ
ー
ジ
側 

後
方 

出
入
口
側 

生 

徒 

生 

徒 

家 

庭 

家
庭 
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４．受け入れ期間中の生活面について                         

○食事内容について、単に、生徒に合わせた食事（嫌いな物を出さなかったり、一般の外食

メニューを出すといったこと）ではなく、田舎の家庭料理を中心に、地元の食材や調理法

を活かした料理を取り入れるなど、生徒に地元の食を楽しんでいただくための献立作りに

努めています。また、食物アレルギーなどの関係により配慮が必要な場合は、適切な対応

をさせていただきますのでご相談ください。 

 

○２泊以上の受入の場合、期間中の１食につきましては、地域還元の意味も込めまして、地

域の飲食店（地産地消の食材や、地元名物のメニューなどを提供する店に限定）に生徒さ

んをご案内する場合もあります。 

 

○食中毒の予防策として、細菌等を「付けない、増やさない、消滅する」の食中毒対策３原

則を基本に、調理前には石鹸等で丁寧に手洗いを行うなど 徹底していますので、受入家庭

のみならず生徒も同様に行なっていただきます。 

 

○お客様ではありますが、生活面での活動も１つの学習の場となります。受け入れ期間中は、

食事の準備（調理、配膳、片付け）はもちろんのこと、布団の上げ下げなども 共に行なっ

ていただきますので、至れり尽くせりではないということをご理解ください。 

 

○昔ながらの伝統が残っている地域ですので、部屋の中に大きなお仏壇や、先祖代々の遺影

が飾られている家庭も多いです。生徒が怖いと感じる場合、 仏壇の扉を閉めたり遺影を外

すことも可能ですが、あらかじめご了承ください。 

 

○コンビニやスーパー、仲の良い友達（同性に限らず異性 も含む）が宿泊している家庭へ連

れて行ってほしいなど、生徒からの要望があることも考えられますが、原則としてそのよ

うな目的での外出は禁止させていただいております。強い要望があり受入家庭でどうすべ

きか判断に迷った場合は、事務局を通じて先生方にご相談させていただきます。 

 

○受け入れ期間中は、各家庭で作るおやつ（かき餅やまんじゅうなど田舎ならではもの）を

基本とし、生徒が持参するおやつは極力控えていただきますのでご理解ください。 

 

○家庭電話の使用については、保護者との連絡や緊急時の場合を除いて、携帯電話と同様に

原則禁止とさせていただきます。 
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５．学校様へのお願いについて                            

○見ず知らずの家庭に宿泊していただきますので、一人の人間としての社会生活上のマナー

や常識、礼儀作法等について事前にご指導いただくようお願いいたします。  

特に入浴については、原則、公共入浴施設をご利用いただきますので、以下を参考に入浴

上のマナー等についての事前学習をお願いいたします。 

 

■ 温泉の入浴マナーについて（重要）                         

一般的な修学旅行やふれあい合宿などでは学生専用の入浴施設・時間帯を設定する場合が

多いようですが、農泊体験の際は公共の温泉施設を利用していただきます。生徒たちが利用

する時間帯は、一般の常連客も多く大半が高齢者ですので、最低限の入浴マナーは守ってい

ただくよう、事前にご指導を徹底していただくようお願いいたします。なお、受け入れ家庭

においても、最低限の入浴マナーについては指導させていただきます。 

○他の人の入浴を妨げないよう注意しましょう。 

○友達との話に夢中になりすぎないよう注意しましょう。 

○浴槽に入る前に、いったん洗面器のお湯で身体を流しましょう。 

○お湯を清潔に保つため、浴槽にはタオルをつけてはいけません。  

○髪の長い人は頭上でまとめ、湯船に浸らないようにしましょう。  

○周囲の人に、自分の洗い湯がかからないよう気をつけましょう。 

○みんなが使う洗い場は、友達と交代しながら順に使いましょう。  

○浴槽での水泳や飛び込み、お湯や水のかけあいは絶対に禁止です。 

○お湯が熱いからといって水で薄めず、温泉の管理人に尋ねましょう。 

○使った洗面器やイスは、お湯で流して元の場所に戻しましょう。  

○浴室から出る前にいったん身体の水気をふきとりま しょう。 

○生理中は温泉ではなく、受入家庭で入浴するよう家庭の人に相談しましょう。 

 

○保険証は先生方で一括管理をお願い致します。コピー・ＦＡＸ送信での対応も可能ですが、

できない医療機関もあります。（次ページ参照） 

 

○グリーンツーリズム保険は受入家庭に過失があった場合のみの対応となります。生徒さん

側の過失、原因による事故や傷病等の際には適応されませんので、 学校様での旅行保険へ

の加入をおすすめ致します。 

 

○以下の物については、事前に学校にて持参しないようご指導ください。万が一持参してい

ても、受入家庭において使用を控えるよう指導させていただきます。 

・携帯電話 ・携帯ゲーム機 ・携帯音楽機 

  

○事前に農業体験や農村生活体験の意義や宇佐市についての認識を少しでも深めることで、

より一層の教育効果が得られると思われますので、事前にご指導願います。 
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緊急時専用ダイヤル： ０９０－１９２６－１１５８  

本部代表連絡先：  

 

※宇佐高田医師会病院は保険証のコピー・ＦＡＸが利用できません。 


